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◆平成 27年度の実施事業 

 

 ■ 平成 27年度定時総会（平成 27年 9月 17日（木）実施） 
協力会 会員・高専教職合わせて 約 90名が参加して、 小山高専学内にて 小山高専学内にて 定
時総会が 開催されました。講演会では、株式会社夢創造 代表取締役 野口 勝明 様から産学連携事
例および地域振興事例として、「海なし栃木県 特産品なるか？温泉トラフグ」と題した基調講演
をいただきました。また、小山高専からは学校の国際交流の取組を国際交流推進室長からは「小山
高専の国際交流活動紹介」と題して紹介、また、学生発表として「海外インターンシップ報告」を
行いました。定時総会後は、場所を移しての交流会を開催し大いに盛り上がりました。

  

 
■ 第１回 技術者育成道場 「安全衛生への取り組み」（平成 27年 12月 24日（木）実施） 

技術者育成道場は、会員企業の若手人材を目的として本年度 技術者育成道場は、会員企業の若手
人材を目的として本年度 新規事業として開催したものです。 第 1回目は、「安全衛生への取り組み」
と題して ㈱小野測器テクニカル＆プロダクトセンター管理グループ マネージャー大島 廣 氏、同 
リーダー 糸井 裕一氏から、①安全衛生とは ②ゼロ災運動（KY活動）とは<実習（チーム朝礼）> 
③事例紹介（小野測器の多角的な取り組み）について講演をいただきました。当日は小山高専教職員
を含めて 22名の参加がありました。 
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■ 高専学生による企業見学会（H28.1.15実施） 
   高専学生による会員企業見学会の第２弾として、物質工学科の学生が小山市にある会員企業、株

式会社おばねや、協栄産業株式会社の２社を訪問、見学をしました。 
 
■ 第２回 技術者育成道場 「若手社員向けセミナー」（平成28年2月15日（月）実施）  

第2回目となる技術者育成道場は、「若手社員向けセミナー」と題して、株式会社あしぎん総合研
究所 野内 比佐子 氏を講師としてお招きし、下記の内容で開催され、会員企業の若手社員はそれぞ
れ講義や演習、異業種の交流など盛況のうちに終了いたしました。  

◉ 求められる役割  
＊求められる役割の確認 ＊リーダーシップとは  

◉ 周囲に働きかけるためのコミュニケーション術  
＊コミュニケーションの基本 ＊感情をコントロールする「ＡＢＣ理論」（演習）  
＊聴く力 信頼関係を構築する「傾聴」（演習）  
＊伝える力 感じのよい提案の仕方「アサーション」（演習）  

＊相手に合わせたアプローチを考える（演習） 

  
 

■ 第４回 地域連携共同開発センター機器セミナー・施設公開（平成 28年 2月 29日（月）実施）  
   今回の機器セミナーでは、機器セミナー（ ICP発光分析装置 (ICP -OES)の説明・操作実演を行い、

会員７名の方が参加しました。また、小山高専の施設公開として、ものづくり教育研究センターと
図書情報センターの見学を行いました。 
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■ 高専学生による企業見学会（H28.3.2（水）実施） 
高専学生による会員企業見学会の第２弾として、物質工学科の８名 

の学生と２名の教員が小山市にある会員企業、杉田酒造株式会社を見 
学しました。酒蔵の見学をしているところの写真です。 
 
 
 
 
 
 

■ 小山高専産学交流会（H28.3.10（木）実施） 
産学交流会を小山高専と共催により開催し、会員企業 43名を含め全体で約 140名が参加して開催さ

れました。基調講演では、平成２５年９月１２日にタマネギ研究でのイグノーベル賞を受賞したハウ
ス食品株式会社より  今井  真介  氏をお招きし、「タマネギの催涙因子生成酵素（LFS）の発見から
IgNobel賞まで」と題した講演を行っていただきました。 
また、小山高専の事例紹介として学生から「ISPインターンシップ報告」をして、会員企業の小山鋼

材㈱様、㈱大地のかほり様でのインターンシップ体験の報告と、小山高専糸井教授・南斉教授から小
山高専 50周年について「小山高専 50年の歴史と地域連携」と題したビデオ上映が行われました。 
その後の情報交換会では、今井講師のタマネギの試食会、本年度の小山高専の就職担当教員（新 5

年生担任）・インターンシップ担当教員（新 4年生担任）の紹介があり、盛況のうちに終了しました。 
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■ 小山高専 企業概要説明会（H28.3.23（水）実施） 
小山高専が行っている企業概要説明会（就職説明会）に今年度も会員企業の参加募集を致しました。

本年度は会員企業から 45社を含め全体で 72社が参加して実施されました。この説明会を契機に毎年
多くの学生が地元企業に就職しており、今年も沢山学生が地元企業に就職することを期待しています。 

   
 

■ 第３回 技術者育成道場 「技術者が知っておくべき経済の基礎」（H28.4.22（金）実施） 
第3回目となる技術者育成道場は、「技術者が知っておくべき経済の基礎」と題して、株式会社あし

ぎん総合研究所 豊田 晃 氏 を講師としてお招きし、アベノミクス、為替・株価、チャイナ（ル）シ
ョック、インフレ・デフレ等についてのセミナーを開催しました。当日は、会員21名が参加しました。 

   
■ 小山高専 教職員向け 企業見学会（H28.6.7（火）実施） 

今回の企業見学では、教職員 10 名が参加し宇都宮市の株式会社小野測器 宇都宮テクニカル＆プ
ロダクトセンターを見学しまた。＜参加者の感想 ＞ 
・ 日常的に５Sを高いレベルで維持していることに非常に驚きました。 
・ 卒業生の方お話を伺うことができ 、学生が訪問しても有意義な企業と感じました 。 
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■ 第４回 技術者育成道場 「技術者が知っておくべき経済の基礎」（H28.6.7（火）実施） 
第４回めの技術者育成道場では、中央労働災害防止協会から、川口 泰史 氏 をお招きし、中小規

模事業場安全衛生サポート事業「化学物質リスクアセスメント セミナー」と題したセミナーを開催
しまし、会員および小山高専教職員３０名の参加がありました。 
セミナーでは会員企業平成２８年６月１日に施行された改正労働安全衛生法において新たに事業者

の義務とされた「化学物質のリスクアセスメント」に関する考え方・進め方や法改正のあらましなど、
入門的内容の説明を受けました。 

  
 
■ 小山高専 学生向けインターンシップ説明会での講演（H28.6.8（水）実施） 
  小山高専の学生向けインターンシップ説明会で、会員のオフィスエフエイ・コム様より学生に対し
てインターンシップを受ける際の心構えなどを講演いただきました。 

 
■ 第 5回 地域連携共同開発センター機器セミナー・研究室公開（平成 28年 7月 28日（木）実施）  
  今回の機器セミナーでは、機器セミナー（核磁気共鳴装置(NMR)の説明・操作実演を行いました。 

また、小山高専の研究室公開として、物質工学科 西井研究室（専門分野：触媒化学（重合触媒），
高分子合成化学）の見学を行いました。 

  
 
 


